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 この夏わたしは、ちきゅうのみらいがしんぱいになる二つのことを見つけました。 

 一つめは、うちではなかなかエアコンをつけませんが、この夏とてもあつくて、エアコンをつけまし

た。いえはすずしかったけど、そとに出ると、しつがいきからは、あつい風がふいてきました。みんな

がエアコンをつけると、そとはどんどんあつくなるのかなと思いました。 

 それから海へあそびに行った時、ペットボトルやビニールぶくろがおちていました。しゅくだいでよ

んだ新聞にわたしたちは、気づかないうちに、一年間に一二万このプラスチックゴミをたべているか

もしれないと書いてあったのでゴミを見てきもちわるいと思いました。レジのふくろはお日さまの光で

ボロボロにされるだけでおんしつこうかガスを多くだすそうです。それからプラスチックゴミは、ゴミし

ょりでもたくさんのおんしつこうかガスをだすと先生が教えてくれました。ゴミは、わざとすてられたの

ではないかもしれないけど、このままではゴミのせいで、ちきゅうおんだんかになるかもしれないで

す。 

 こうさくで、ぎゅうにゅうパックからはがきをつくりました。ぎゅうにゅうパックのゴミはほとんど出ませ

んでした。リサイクルできるものはリサイクルして、ゴミをふやさないようにするのもいいなと思います。  

 わたしたちはエアコンだけではなくて、せんぷうきやうちわやせんすなどをつかうとか、ゴミはゴミ

ばこにきちんとすてるとかリサイクルできるものはぶんべつしてきちんとすてるとか紙ぶくろつかった

り、エコバッグをつかってレジぶくろをつかわないくふうをしたほうがいいと思いました。 

 人間のせいでちきゅうがあつくなったり、プラスチックをたべさせたり、ほかのどうぶつも本とうにか

わいそうです。 

 わたしにできることはすこしだけど、みんなですこしずつどりょくして、ちきゅうおんだんかをふせげ

るのかなと思いました。 


